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まちのできごとまちのできごとまちのできごと

　
８
月

１８
日
、
旧
北
郷
小
学
校
グ
ラ
ン

ド
で
「
北
郷
納
涼
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
北
郷
地
区
に
元
気
と
に
ぎ
わ
い

を
取
り
戻
そ
う
と
、
地
区
の
有
志
が
呼

び
か
け
始
ま
っ
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
今
年

で
６
度
目
を
迎
え
、
約
４
０
０
人
の
観

客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
雨
続
き
の
天
候
も
、
当
日
は
晴
れ
上

が
り
、
メ
ン
バ
ー
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
に
よ
り
購

入
し
た
「
北
郷
」

の
法
被
で
早
朝
か

ら
会
場
準
備
に
汗

を
流
し
ま
し
た
。

　
夕
方
、
納
涼
祭

が
始
ま
る
と
、
同

事
業
で
新
調
さ
れ

た
太
鼓
の
拍
子
に

合
わ
せ
て
老
若
男
女
が
入
り
乱
れ
、
や

ぐ
ら
の
周
り
に
は
二
重
三
重
の
踊
り
の

輪
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
出

店
に
は
、
地
元
な
ら
で
は
の
１
０
０
円

均
一
の
焼
き
そ
ば
や
焼
き
肉
、
ち
ら
し

寿
司
な
ど
が
並
び
、
お
客
さ
ん
で
大
に

ぎ
わ
い
。
最
後
の
花
火
大
会
で
は
、
間

近
に
迫
る
大
輪
の
花
火
と
、
山
に
こ
だ

ま
す
る
音
に
、
観
客
全
員
が
拍
手
喝
采

の
大
喜
び
で
し
た
。（
関
連
記
事

２３
ペ
ー
ジ
）

　
平
成

２１
年

１１
月
に
黒
潮
町
で
撮
影
さ

れ
た
映
画
「
月
の
下
ま
で
」
が
こ
の
ほ

ど
完
成
し
、
８
月

２５
・

２６
日
、
町
内
２

カ
所
で
試
写
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
映
画
は
、
黒
潮
町
佐
賀
で
カ
ツ
オ
漁

一
筋
に
生
き
て
き
た
主
人
公
が
、
妻
と

の
離
婚
、
母
の
死
に
よ
り
、
知
的
障
が

い
の
あ
る
息
子
と
二
人
で
生
活
す
る
こ

と
に
な
り
、
衝
突
し
な
が
ら
も
真
剣
に

向
き
合
っ
て
い
く
姿
を
描
い
た
作
品
で
す
。

　
試
写
会
は
、
ロ
ケ
地
黒
潮
町
へ
の
恩

返
し
の
意
味
を
込
め
て
入
場
無
料
で
行

わ
れ
、
２
日
で
約
４
０
０
人
が
来
場
。

上
映
中
、
佐
賀
漁
港
や
土
佐
佐
賀
駅
、

大
方
高
校
な
ど
見
慣
れ
た
風
景
が
ス
ク

リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
と
、
客
席
か

ら
は
ざ
わ
め
き
や
反
応
が
あ
り
ま
し
た
。

　
終
了
後
、
奥
村
盛
人
監
督
か
ら
「

１６

日
間
の
ロ
ケ
の
間
、
黒
潮
町
の
方
に
は

本
当
に
お
世
話
に
な
っ
た
の
で
、
映
画

が
完
成
し
た
ら
ま
ず
皆
さ
ん
に
見
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
こ
ん
な

に
た
く
さ
ん
見
に
来
て
く
れ
て
う
れ
し

い
で
す
。」と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
こ
の
映
画
が
高
知
や
全
国

で
上
映
さ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く

と
の
こ
と
。
今
回
見
逃
し
た
方
も
、
ま

た
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

 　
町
内
の
町
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
「
な
ぶ

ら
」（
明
神
里
寿
会
長
）が
、
９
月
１
日
、

伊
与
木
川
堤
防
な
ど
に
コ
ス
モ
ス
の
種

を
ま
き
ま
し
た
。

　
「
な
ぶ
ら
」
は
、
町
内
各
団
体
や
町

民
約

２０
人
の
グ
ル
ー
プ
で
、
町
内
の
公

共
施
設
へ
花
を
植
え
る
「
花
い
っ
ぱ
い

運
動
」
の
ほ
か
、「
土
佐
さ
が
の
も
ど

り
ガ
ツ
オ
祭
」
の
共
催
、
「
自
然
体
験

学
校
」
な
ど
、
町
の
活
性
化
に
向
け
た

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ス
モ
ス
の
種
ま
き
当
日
は
、
小
雨

が
降
る
あ
い
に
く
の
空
模
様
で
し
た
が
、

集
ま
っ
た

１０
人
で
、
花
壇
を
耕
し
、
丁

寧
に
種
を
ま
き
ま
し
た
。

　
秋
祭
り
の
頃
に
は
、
た
く
さ
ん
の
花

が
咲
き
そ
ろ
う
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
８
月

２５
・

２６
日
、
黒
潮
若
手
の
会
に

よ
る
「
あ
る
夏
の
出
会
い

ｉｎ
黒
潮
〜
黒

潮
町
へ
婚
か
エ
〜
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
町
内
人
口
の
増
加
を
目
指
す
だ
け

で
な
く
、
町
の
文
化
・
産
業
・
食
を
堪

能
し
て
も
ら
え
る
よ
う
企
画
。
町
内
か

ら
男
性
９
人
、
町
外
か
ら
女
性
８
人
が

参
加
し
、
１
泊
２
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
、
塩
作
り
見
学
・
カ
ツ
オ
の
藁
焼
き

体
験
・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
・
町
内
産
品
を

使
っ
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
を
楽
し
み

ま
し
た
。

 
最
初
は
緊
張
気
味
だ
っ
た
参
加
者
も

過
密
日
程
の
中
で
徐
々
に
距
離
を
縮
め
、

見
事
２
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
。
今
後
、

町
内
で
結
婚
生
活
が
始
ま
り
、
子
ど
も

を
育
て
、そ
の
子
ど
も
も
ま
た
黒
潮
町

で
家
庭
を
築
く
、
そ
ん
な
こ
と
に
な
れ

ば
今
回
の
企
画
も
大
成
功
と
言
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
黒
潮
若
手
の
会

で
は
、
婚
活
イ
ベ

ン
ト
の
第
２
弾
も

す
で
に
企
画
中
。

今
後
の
活
動
に
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

（
黒
潮
若
手
の
会
）
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水神坂の花壇に種をまき、鹿島の前で集合写真
を撮る「なぶら」のメンバー。

黒
潮
若
手
の
会
が
婚
活
イ
ベ
ン
ト


